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Jamf Pro API クイックスタートガイド
Jamf Pro APIを気軽に使い始めるために、 

最初に何を知っておく必要があるのかを解説します。 

※本ドキュメントは参考情報であり、記載内容を保証するものではありません。



https://developer.jamf.com

https://developer.jamf.com


https://developer.jamf.com/jamf-pro



モバイルデバイスコマンド送信



拡張属性の値のUpdate



Jamf Pro サーバからのアクセス

Jamf Pro サーバ
URLの後ろにapiを
追加してアクセスす
るとこのような画面
が出ます。



API Doc
Viewをクリックする
ことで一部のコマン
ドを実行することの
できる画面を開けま
す。 Usernameと 
Passwordを入力して
Authorizeをクリック



mobiledevices
順番に以下をクリック 

• mobiledevices 
• GET /mobiledevices 
• Try it out 
• Execute



mobiledevices
実行すると Response 
に出力が生成されます。 

curlのコマンドの内容を
参考に Terminal にて実
行すると同様のリクエス
トを取得することが可能
です。



Classic API Overview

ドキュメントをWebブラウザの翻
訳機能を使いながら読み進め、
Open Recipe>をクリックしサンプ
ルコードを取得してください。

https://developer.jamf.com/jamf-pro/docs/getting-started-2


Bearer Token Authorization
右上のコピーボタンを
押し、テキストエディ
タなどに貼り付け、最
後の３行を削除、最初
の３行を環境に合わせ
て編集して保存して下
さい。



Script - Getting Started_2.sh
macOS & Visual Studio Code の例 

下にターミナルがあるので 

% chmod +x ./GettingStarted_2.sh 
（実行権限を付与します） 

% ./GettingStarted_2.sh 
（実行） 

Jamf Pro サーバのVersion が返ります



Script - Getting Started_2.sh

最後のURLの部分にあるこの部分を変更することで 
他のAPIを叩くことが可能です。 

/JSSResource/mobiledevices/id/xx (Jamf Pro モバイルデバイス ID)



Script - Getting Started_2.sh
実行してみるとXML形式で出力されます。 

後ろに | xmllint --xpath '//mobile_device/general/serial_number' - 
と足すことで出力を絞ることができます。




